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「情報公開文書」                    複数施設研究用 
 
 
研究課題名：頭頸部癌治療を先行した頭頸部癌、表在型食道癌併存例の内視鏡

治療成績に関する多機関共同研究 
 

1. 研究の対象 
2014年1月1日～2023年12月31日に当院を含めた下記研究施設で頭頸部癌と表在型食道癌を

同時期に診断され、頭頸部癌に対する治療を先に受けた方。 

 
2. 研究目的・方法 
目的：本研究では頭頸部癌治療を先行した頭頸部癌・表在型食道癌併存例を対象とし、先行

する頭頸部癌治療が表在型食道癌の内視鏡治療成績に与える影響を明らかにすることを目

的としています。 

方法：診療記録を閲覧しながら、患者様の氏名、住所、ただちに個人が特定される可能性

がある情報を排除して、病歴、検査所見、治療内容、臨床経過などの医学情報の解析を実

施し、内視鏡治療成績を明らかにします。診療録からご退院された後のお身体の状態が分

からない場合は、可能な場合は電話連絡にて予後調査を行う場合があります。その際は連

絡した目的、研究内容、収集する情報や利用法などを説明させて頂きます。 
 
3. 研究期間 
研究実施許可日～2026 年 3 月 31 日まで 
 
4. 研究開始の予定日 (研究のために情報を利用、または他の研究機関等へ提供を開

始する予定日) 

2024 年 9月 13日  

 
5. 研究に用いる試料・情報の項目および取得の方法 
情報：（2014年 1月 1日～2023 年 12月 31日の間頭頸部癌と表在型食道癌を同時期に診断

され、頭頸部癌に対する治療を先に受けた方（全体 87名、当センター10名）のカルテ情報

（年齢、性別、基礎疾患、内視鏡治療後の病理組織結果（情報のみ）等） 

試料：なし 

本研究で取得した上記の試料・情報は、研究終了後 5年間保管し、保管期間終了後は適切に

廃棄します。また、上記の試料・情報は、将来別の研究に二次利用する可能性及び他の研究

機関に提供する可能性があります。 
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6. 外部への試料・情報の提供 
研究事務局（岩手医科大学）へのデータの提供は、電子媒体を用いて特定の関係者以外が

アクセスできない状態で行います。各施設のデータは岩手医科大学に集約され解析が行わ

れます。 
 
7. 研究組織 
弘前大学医学部附属病院（福田 眞作）  

青森県立中央病院（花畑 憲洋） 

秋田大学医学部附属病院（飯島 克則）  

東北大学病院（小池 智幸） 

宮城県立がんセンター（岩井 渉）   

大崎市民病院（伊藤 博敬） 

山形大学医学部附属病院（阿部 靖彦）  

福島県立医科大学附属病院（引地 拓人） 

総合南東北病院（濱田 晃市）  

岩手医科大学附属病院（松本 主之） 

 
 
8. お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
  宮城県立がんセンター治験・臨床研究管理室 倫理審査委員会担当 

〒981‐1293  宮城県名取市愛島塩手字野田山 47の 1  

TEL 022－384－3151（代表）（内線 974） 

 
研究責任者：宮城県立がんセンター 消化器内科 医療部長 岩井渉 

 

 


